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は じ め に

現在の社会には，健康，教育，災害，貧
困，人口問題，気候変動など，解決すべき
課題が数多く存在します．こうした課題に
対して，人類が心得るべき目標として
「SDGs（持続可能な開発目標）」が提唱さ
れています．また日本においては，めざす
べき未来社会の姿が「Society�5.0」として
定義されています．さらに，コロナ禍を経
て生活様式が変化し，ユーザニーズの多様
化に合わせた新しいサービス提供も求めら
れています．このような状況下では，各産
業分野における提供価値が，これまでの常
識から大きく変化するとともに，個別の産

業にとどまらない分野横断でのサービスの
かたちとなって，複雑化していくと考えら
れます．�
NTTスマートデータサイエンスセンタ

（NTTコンピュータ＆データサイエンス研
究所�スマートデータサイエンス研究プロ
ジェクト）では，このような背景の下，デ
ジタルツイン（DT）による社会変革に取
り組んでいます．データとAI（人工知能）
を活用した新しいサービス創造により産業
発展と社会課題解決をめざします．本特集
では，その中でも特にスマートシティに向
けた取り組みを紹介します．検討の方向性
は，（a）住宅・ビル街区単位での最適化から，
（b）複数の街区をまたぐ都市の最適化，さら

に（c）全国単位の需給を含めた最適化です
（図）．

スマートシティに向けた取り組み

最終的なゴールとして実現したい価値は
次の 2つです．
�①　社会と人が融合し，全体が最適化さ
れたスマートシティ：個人やコミュニ
ティ，さらにさまざまな産業や地球環境
に至るまで，相互に価値が最大化される．
将来的には空間的にも仮想的にも広域化
され，街ごとの特徴を活かして幸福と繁
栄 が 持 続 す る（Social-wellbeing�&�
Flourish）．

URL https://journal.ntt.co.jp/article/25281

DOI https://doi.org/10.60249/24035101

デジタルツイン（DT）の仕組みを活用した，スマートシティに関する取り組
みを解説します．本特集では，全体最適化されたスマートシティの考え方につい
て概説したのち，デジタル化されたデータとAI（人工知能）を活用した各種サー
ビス，およびそれらが相互に連鎖することで全体最適化を実現する統合基盤，さ
らには広域でエリア連携するサービス事例，そしてこれらのドメイン横断的なサー
ビス提供を容易に実現するためのAI価値基盤について順に解説します．
キーワード：#デジタルツイン，#AI，#スマートシティ
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図　AI間連携による最適化の具体化
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�②　多様化するニーズにこたえ，個人に
とっての価値が最大化されたスマートシ
ティ：潜在的な個人のニーズとその日々
の変化に寄り添い，自然なかたちで人々
の生活をより良くしてくれる（Personal-
ize�&�Well-being）．
これらの仕組みと具体的サービスを提示
するための取り組みを進めています．これ
らはすべて，DTの仕組みを活用します．
現実世界の状態をサイバー空間上にモデル
化して再現し，さまざまな状態変化をシミュ
レーションすることで現実世界に価値を
フィードバックします．
検討単位（a），（b）のようなビル街区や複

数街区のエリアは，エネルギー，小売（店
舗，飲食），不動産（ビル運営，オフィス，
住居），モビリティなどの複数の産業ドメ
インが重なり合い価値を提供するフィール
ドです．その点に着目すると，街区全体を
1つのDTで構成することは，実はあまり
現実的ではなく，産業ドメインごとにDT
を構成し，それぞれのシミュレーションを
掛け合わせるアプローチで街区単位のDT
を構成します．そうすることで，個人の暮
らしや行動を快適にするサービスを提供し
ながらエネルギー消費や設備利用の最適化，
フードロスの削減といった，街のオーナー
や運営者ならびに社会課題に対しても同時
にさまざまな価値を実現していくことがで
きます．しかし，実際に行うとなると，街
区内の人の行動や状態と，建物内の状態（店
舗やオフィスなど）および社会環境（エネ
ルギーなど）といったさまざまな要素が絡
み合う難しさがあります．
例えば，省エネをめざすと人の快適性が
失われ，店舗のフードロスをめざすと，売
れ残りリスクのために仕入れ量を制限して
しまい，お客さまにとって買いたいものが
買えない事態が生じ得ます．このように，
1つのニーズに特化して最適化を図ると，
他のニーズを満たせない状況に陥る場合が
あります．街区ではさまざまなステークホ
ルダのサービスが存在し，複数のニーズが
複雑に絡み合う空間です．サービスごとに
別の最適化指標（KPI）があり，人々の個
別の行動が別のサービスや外部環境に影響
して，さらに回り回って，他の人や他のサー
ビスにも影響を与えます．もしも，その構
図全体をなるべく俯瞰で見ることができ，

制御できるようになれば，理想的には誰に
とっても快適な環境・過ごしやすさを提供
することができるようになるのではないか，
と考えています．�
複数のサービス間の影響（連鎖）を考慮

し，個人単位での行動の予測，それによっ
てもたらされる環境・物の変化の予測，さ
らに影響を与えられたものが相互に与えら
れる影響の予測を使って，全体最適化を導
き出し，制御ができるようにする取り組み
を「街づくりDTC」と呼んでいます．そ
れぞれの産業ドメインで考えられるさまざ
まな未来のサービスを想定して，提供され
る価値を具体的に定義することから始めて，
街のDTという広い概念を具体化します．
街で提供される価値とは，街を訪れる来街
者やワーカー，住居に暮らす居住者のユー
ザ体験（User�eXperience：UX）に加えて，
ビルオーナや街区管理者，店舗やオフィス
などのテナント事業者が，自らのお客さま
（来街者）や従業員（ワーカー）に対して，
より良い体験を継続的に提供できるように
支援するサービスも含まれます．それらす
べての提供価値を，広義にUXと定義する
と，街づくりにおけるデータ駆動とは，よ
り厳密にはUX駆動ととらえることができ，
まずはじめに未来のUX設計を行うことが
重要となるわけです．
検討単位を全国規模まで広げた広域での
最適化（c）については，広域で需要・供給の
影響を及ぼし合う産業ドメインに着目する
必要があります．例えば，人の生活や行動
に密着して，需要側の観点で最適化を行う
ことが有用なドメイン（エネルギー利用，
小売，不動産，モビリティなど）は，その
利便性や快適性に着目した最適化を行うに
あたり，全国規模の広域で考えることはそ
れほど重要ではありません．一方で，供給
（量や種類，タイミング，生産場所など）
およびその流通を考慮して，需給のマッチ
ングを最適化するような産業，すなわちサ
プライチェーンの全体を考慮すべき製造業，
農業，電力エネルギーなどの産業もありま
す．これらは，工場や生産地，発電所など
の供給源と需要家との間で，量や種類や配
送経路の最適化などの問題が生じます．そ
こでこれらの産業については産業別に，サ
プライチェーンの最適化プラットフォーム
（PF）をDTで実現することに取り組んで

います．

お わ り に

これまで，（a）に関する取り組みとして，
ビル共用部の空調最適化，フードロスゼロ
店舗などの個々のサービスを，DTを用い
て実現してきましたが，本特集では，パー
ソナル空調サービス，店舗運営最適化と
1to1マーケティング店舗，モバイルオーダ
によるロボット配送サービス，およびそれ
らの連鎖による全体最適化を実現するDT
統合基盤と統合アプリを用いたおもてなし
サービスについて概説します．次に，（c）に
関する取り組みの中で，農業流通の仮想市
場化，電力需給最適化を紹介します．最後
に，これまでこのようにさまざまなドメイ
ンで，複数のAIモデルの開発とAI間連携，
およびそれぞれのサービス化に向けた課題
抽出と解決を行ってきたことにより，ドメ
イン横通しでサービスを俯瞰することによ
り得られた知見を，AI価値基盤として具現
化しており，それについて概説します．

（左から）	 社家		一平/ 山本		千尋

比類なき体験を実現できる未来の街を，街づくり
DTCで具体的に実現していきます．
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